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研究計画内容 近年、日本の人口減少は急速に進んでおり、2014 年には前年よりも 27 万

人程度の減少となり、その割合は 21％にも相当する。人口減少の主な要因と

しては、出生率の低下、未婚率および晩婚率の上昇などの人口要因に加え、

女性の社会進出や共働きの家庭の増加といった社会要因が挙げられる。なか

でも、女性の就業継続を目指した子育て支援政策の推進が各自治体で積極的

に行われており、質の改善が進められている。そこで本研究では政府がこれ

まで行なってきた子育て支援政策の結果とその改善策としてフランスが行っ

た子育て支援政策との比較、そして改善策について研究している。 

 出生率については、これまで多数の先行研究で論じられてきた。津谷(1999)

は、有配偶女性は、希望の子供数と現実の子供数には乖離が生じており、そ

こには様々な要因があると述べている。宇南山・山本（2015）は、本研究の

主眼である出生率と保育所の関係に着目しており、保育所の整備が出生率を

増加させていることを示している。 

そこで、本研究では、厚生労働省「人口動態統計」および「日本における子

育て支援施策の変遷」などのデータを使用して日本の人口減少がどのように

進んであったのかを明かしていく。人口減少が急速に進むのは国内に留まら

ず、中国、台湾、韓国、シンガポールなどの他アジア諸国においても深刻な

問題である。本研究の結果は、他のアジア諸国をも抱えている人口問題に対

し、具体的な支援政策を提案する一材料となると考えられる。 

 


